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二
月
十
六
日
、
首
都
圏
ふ
る
さ
と
湯
沢
会

の
第
九
回
総
会
が
、
東
海
大
学
校
友
会
館

（
東
京
都
千
代
田
区
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
首
都
圏
に
住
む
湯
沢
市
出
身
者

な
ど
約
二
百
人
が
参
加
。
市
か
ら
は
、
齊
藤

市
長
や
由
利
市
議
会
議
長
が
お
祝
い
に
駆
け

付
け
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
新
会
長
に
沼
倉
松
吉
さ
ん

（
皆
瀬
地
域
出
身
）を
選
出
。
沼
倉
新
会
長
は
、

「
首
都
圏
で
の
湯
沢
市
の
宣
伝
活
動
に
、
全

面
的
に
協
力
し
て
い
こ
う
」
と
力
強
く
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
会

場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
秋
田
弁
で
の
会
話
が

交
わ
さ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
に
。
お
互
い
の

懐
か
し
い
顔
と
思
い
出
話
を
さ
か
な
に
、
お

酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
湯
沢
の
物
産
の
展

示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
懐
か
し

い
ふ
る
さ
と
の
味
を
求
め
て
買
い
求
め
る
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ぬ
ま
く
ら
ま
つ
き
ち

①懇親会の幕開けは、
　湯沢の地酒の鏡割り
　でスタート
②今回で会長を退いた
　佐藤静雄さん
③沼倉新会長が就任の
　あいさつ
④⑤お祝いに駆け付け
　あいさつする齊藤市
　長と由利市議会議長
⑥市企画課の職員も同
　行し、参加者に湯沢
　市の地熱の現状やふ
　るさと納税について
　説明を行いました
⑦参加者全員で 「湯沢
　市民歌」 を歌う
⑧物産販売コーナーで
　は、多くの参加者が
　ふるさとの味を買い
　求め、持参した品物
　は完売しました！
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1 転出証明書
2 印鑑
3 身分を証明できるもの（運転免許証、パスポートなど）
4 国民年金手帳
5 所得課税証明書（児童手当・福祉医療申請）
6 預金口座番号の控え（児童手当・児童扶養手当申請者）
7 負担区分等証明書（後期高齢者医療被保険者）
　 ※県内からの転入の場合は不要
8 住民基本台帳カード（所持者）

転入してから
14日以内

■受付時間
　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　午前8時30分～午後5時15分
【住民異動の届け出】
　次のいずれの窓口でも手続きできます。
　市民課住民班（☎73-2111内線151・152）
　稲川総合支所市民サービス班（☎42-5809）
　雄勝総合支所市民サービス班（☎52-2111内線121・122）
　皆瀬総合支所市民サービス班（☎46-2111内線213・218）
【水道の届け出】
　水道課管理業務班（☎73-2111内線442・423）

※届け出などの詳細は、市ホームページでも
ご覧いただけます。

届け出の期間 届け出に必要なもの届け出の種類

ほかの市町村から
湯沢市へ
住所を移したとき

転入届

住所が変わったら14日以内に届け出を

湯沢市内で
住所を移したとき

転居届

湯沢市から
ほかの市町村へ
住所を移すとき

転出届

転居してから
14日以内

転出する前
※届け出の際、転
出先の住所、世帯
主、異動予定日を
お知らせください。

1 印鑑
2 身分を証明できるもの（運転免許証、パスポートなど）
3 国民健康保険証（加入者）
4 後期高齢者医療被保険者証（該当者）
5 国民健康保険高齢受給者証（該当者）
6 福祉医療費受給者証（該当者）
7 印鑑登録証
8 在学証明書（国民健康保険加入の学生）
9 住民基本台帳カード（所持者）

1 印鑑
2 身分を証明できるもの（運転免許証、パスポートなど）
3 国民健康保険証（加入者）
4 後期高齢者医療被保険者証（該当者）
5 国民健康保険高齢受給者証（該当者）
6 福祉医療費受給者証（該当者）
7 住民基本台帳カード（所持者）

　
転
出
す
る
と
き
や
転
入
・
転
居
を
し
た
と
き

は
、
本
人
が
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

※

三
月
下
旬
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け
て
は
届
け

出
が
多
く
な
る
た
め
、
窓
口
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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■
期
間
内
に
届
け
出
を

　
住
所
の
異
動
に
よ
っ
て
、
お
子
さ
ん
の
転
校

が
伴
う
場
合
は
「
転
入
学
・
転
退
学
通
知
書
」

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
学
校
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
小
・
中
学
校
の
転
校

■
水
道
の
届
け
出

　同時に転出する世帯員の中に、
住基カードをお持ちの人がいる場
合、転入届の特例が適用されます。
　転入先市町村で 「転出証明書」
の添付を省略した転入の手続きを
行うことができ、また住基カード
を継続して使用できるようになり
ます。届け出の際に提示してくだ
さい。
※一定の届出期間を過ぎた場合や、
一時停止・廃止等の住基カードで
は特例が適用されません。

転
は
、
は

※※

三
出
が
出ま

す
ま ⌇

⌇
⌇
⌇

⌇⌇
⌇
⌇
⌇

⌇⌇
⌇
⌇
⌇

⌇ ■
期
■

住
が
伴
がを

交
をさ

い
さ ■

小
■■

水
■

進学や就職、転勤などによって
引っ越しをする人が
増える時期になりました
届出期間や届け出に必要なものは
次のとおりです
忘れずに届け出をしましょう

住民異動の届け出を
　　　　　忘れずに

手続きと問い合わせ手続きと問い合わせ

住民基本台帳カード（住基カード）
を持っている場合…

住民基本台帳カード（住基カード）
を持っている場合…

　
水
道
の
開
始
・
中
止
の
届
け
出
も
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
印
鑑
を
持
参
の
上
、
水
道
課

窓
口
で
開
始
・
中
止
予
定
日
の
三
日
前
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
給
水
の
開
始
・
中
止
の
際
は
、
本
人
ま
た
は

代
理
人
の
立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。

○
新
た
に
水
道
を
開
始
す
る
と
き

•
水
道
開
栓
届…

入
居
し
た
日
か
ら
の
料
金
が

　
請
求
さ
れ
ま
す
。

○
水
道
の
中
止
を
す
る
と
き

•
水
道
閉
栓
届…

中
止
を
し
た
日
ま
で
の
料
金

　
精
算
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
開
始
・
中
止
予
定
日
の
三
日
前
ま
で
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叙位 正六位
たかはしようすけ

故髙橋　　さん

ひとし

▲伝達を受ける息子の日登志さん

　昨年の11月に亡くなられた髙橋　　さんが正六位に
叙せられ、２月25日に雄勝地域振興局の柴田局長から
ご家族に位記が伝達されました。
　髙橋さんは、昭和48年９月に旧稲川町議会議員に初
当選し、平成17年３月の市町村合併を経て、同年10月
までの長きにわたって議会議員を務められ、地方自治
の発展のために尽力されました。
　息子の日登志さんは「地域の皆さんのご支援があっ
てのこと。真面目な性格で仕事を一生懸命こなしてい
た。本人も喜んでいると思います」と話してくれました。

（享年80歳）【川連（稲川）】

費用負担の少ない【市民健診】を受けましょう
健（検）診の申し込みはお済みですか？

　平成26年度市民健（検）診の申し込みが始まっています。健康づくり推進員や郵送により届
けられる「健（検）診確認書」に必要事項を記入の上、申し込みください。まだ「健（検）診確認
書」を提出していない人は、健康対策課または各総合支所市民サービス班へ届けてください。
　提出した人で申し込み内容に変更がある場合や不明な点は、下記に問い合わせください。
■問い合わせ　健康対策課（☎73－2111内線131～136）

▽申し込みを受け付けている各種健（検）診 （年齢基準日：平成27年4月1日）

健（検）診名 対　象　者 検　査　内　容

身体計測、尿検査、血圧測定、血液検査
など

胸部エックス線検査

問診、胸部エックス線検査、喀痰検査

問診、便潜血反応検査

問診、胃部エックス線検査

問診、血液検査

問診、視診、細胞診、超音波検査

問診、乳房エックス線検査、視診、触診

問診、手首エックス線検査

40～74歳の湯沢市国民健康保険被保険者と生活保護受給者

後期高齢者医療被保険者

40歳以上（結核検診か肺がん検診のいずれか）

40歳以上

40歳以上

50歳以上の男性

20～39歳と40歳以上の偶数年齢の女性

40歳以上の偶数年齢の女性

40 ･ 45 ･ 50 ･ 55 ･ 60 ･ 65 ･ 70歳の女性

特 定 健 康 診 査

後期高齢者健康診査

結 　 核 　 検 　 診

肺 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

胃 が ん 検 診

前 立 腺 が ん 検 診

子宮頸部がん検診
乳 が ん 検 診

骨粗しょう症検診

　平成25年1月から12月までに締結（公告）され
た賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）は、
表のとおりとなっています。農地の貸し借りを
行う場合には、この賃借料情報を参考に当事者
間の話し合いで賃借料を決定してください。

湯沢市賃借料情報

農業委員会からのお知らせ農業委員会からのお知らせ農業委員会からのお知らせ
【田（水稲）の部】 10ａ当たり

データ数最低額最高額平均額地域等

【皆瀬地域】 11,000 円

5,000 円

7,900 円

4,000 円

5,000 円
5,100 円
8,900 円
6,000 円
10,000 円
7,900 円
13,000 円

13,000 円
10,000 円
12,200 円
7,900 円

13,000 円
10,000 円
8,000 円
7,800 円
10,100 円
10,000 円
4,000 円
7,800 円

11,000 円

20,000 円

20,000 円

25,000 円

13,000 円
15,000 円
15,000 円
15,000 円
20,000 円
19,000 円
18,000 円

15,000 円
18,000 円
20,000 円
20,000 円

19,000 円
18,000 円
18,000 円
25,000 円
19,000 円
19,000 円
14,000 円
21,000 円

11,000 円

11,600 円

15,000 円

15,000 円

8,800 円
10,200 円
13,900 円
13,000 円
15,900 円
15,500 円
16,200 円

13,500 円
12,700 円
15,100 円
16,200 円

15,500 円
15,100 円
13,500 円
16,000 円
16,100 円
14,900 円
11,200 円
15,100 円

【雄勝地域】

【稲川地域】

【湯沢地域】

上院内地区
下院内地区
寺沢・横堀地区
秋ノ宮地区
小野地区　
桑崎地区　
泉沢地区　

稲庭地区
三梨地区
川連地区
駒形地区

岩崎地区
弁天地区
幡野地区
山田地区
三関地区
須川地区
高松地区
湯沢地区

2

746

289

902

308
48
72
186
49
61
22

17
30
191
51

130
157
155
217
70
88
30
55

【田（水稲）の物納契約状況平均値(参考)】

【畑（普通畑）の部】

皆瀬地域

29kg

雄勝地域

52kg

稲川地域

74kg

湯沢地域

65kg

市全域

62kg

10ａ当たり

10ａ当たり

データ数

92

最低額

３,000 円

最高額

15,000 円

平均額

10,200 円

地域

市全域

※平成21年の農地法の改正で、標準小作料から賃借料の
情報提供に変わりました。
※データ数は集計に用いた筆数です。
※賃借料を物納支給（水稲）としている分は除いています。
※金額は算出結果の100円未満を切り捨てしています。

　2月18日、100歳の誕生日を迎えた佐々木さ
んの自宅を市長が訪問し、祝い状とお祝い金
を手渡しました。
　佐々木さんは、うれしそうに受け取ってい
ました。長寿の秘訣について「好き嫌いなく、
何でもよく食べること。働き者だったこと」
と家族のかたが話していました。
　また、佐々木さんは、孫さんからの電話を
いつも楽しみにしていて、100歳のお祝いに孫
さんから贈られた記念品が飾られていました。

▲市長から祝い状を受ける佐々木さん

佐々木　俊
としささき

さん （横堀）

おめでとうございます　100歳長寿

ひけつ

○第8回全国小学生アルペンスキー大会
　／ジャイアントスラローム
（3月19日～21日、岩手県八幡平市／
　安比高原スキー場）

全国大会に出場の
　　小学生の皆さんを紹介します。

湯沢西小学校４年

篠　木　祥　英　さん
　しのき　　　しょうえい

　すずき　　　　　まい　　あべ　　　　　よしと　さとう

　えんだ　　　　あやか
湯沢西小学校５年

遠　田　彩　夏　さん

皆瀬小学校４年

佐　藤　かなで　さん

駒形小学校６年

阿　部　喜　斗　さん

湯沢西小学校６年

鈴　木　麻　愛　さん

事務局　事務局　☎7373－21112111内線内線521521～524524事務局　☎73－2111内線521～524

けい



○
受
験
資
格　

①
昭
和
59
年
4
月
2
日
〜

　

平
成
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
②
平

　

成
5
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大

　

学
を
卒
業
ま
た
は
平
成
27
年
3
月
ま
で

　

に
卒
業
見
込
み
の
人
（
人
事
院
が
同
等

　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
人
も
可
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間　

4
月
1

　

日
㈫
〜
14
日
㈪

○
第
１
次
試
験
日　

6
月
8
日
㈰

○
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二

　

課
試
験
研
修
係
（
☎
0
2
2
―
2
6
3

 

―
1
1
1
1
内
線
3
2
3
6
）
へ

　

湯
沢
市
川
連
町
出
身
。
五
十
歳
の
時
に

渡
英
。
英
語
を
学
び
な
が
ら
刺
し
ゅ
う
の

学
校
に
通
い
、
五
十
五
歳
の
時
に
王
立
芸

術
大
学
に
入
学
。
そ
こ
で
、
筆
と
絵
具
の

代
わ
り
に
針
と
糸
を
使
い
、
下
絵
無
し
に

布
に
い
き
な
り
ス
テ
ッ
チ
し
て
い
く
「
糸

で
描
く
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
、

ま
っ
た
く
新
し
い
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
誕

生
さ
せ
た
。
端
糸
や
透
け
て
見
え
る
裏
側

の
糸
で
綴
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

迫
力
あ
る
独
自
の
作
風
。

○
と　

き　

4
月
14
日
㈪
ま
で
／
午
前
9

　

時
30
分
〜
午
後
5
時

○
と
こ
ろ　

秋
田
ふ
る
さ
と
村
1
階
工
芸

　

展
示
館

○
観
覧
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
ふ
る
さ
と
村
（
☎

　

0
1
8
2
33
8
8
0
0
）
へ

【
初
級
コ
ー
ス
】

・
対　

象　

中
学
生
以
上
で
、
ピ
ア
ノ
演

　

奏
の
能
力
が
あ
り
、
一
年
を
通
じ
て
十

　

分
な
練
習
時
間
を
確
保
で
き
、
オ
ル
ガ

　

ン
演
奏
の
技
術
と
知
識
の
習
得
に
意
欲

　

が
あ
る
人

【
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
】

・
対　

象　

オ
ル
ガ
ン
演
奏
を
一
定
期
間

　

経
験
し
た
人

○
と
こ
ろ　

ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ
ー
ル
第

　

3
練
習
室

○
受
講
料　

五
万
円

○
定　

員　

20
人

○
募
集
期
限　

4
月
11
日
㈮

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
ア
ト

　

リ
オ
ン
事
業
部
（
☎
0
1
8
―
8
3
6

 

―
7
8
0
3
）
へ

　

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

○
と　

き　

3
月
22
日
㈯
午
後
1
時
30
分

　

〜
4
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
3
階
会
議
室

○
相
談
内
容　

多
重
債
務
、く
ら
し
、ロ
ー

　

ン
な
ど　

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
な
ま
は
げ
の
会

　
（
☎
0
1
8
―
8
6
2
―
2
2
5
3
）へ

○
と　

き　

3
月
30
日
㈰
／
午
前
9
時
ま

　

で
院
内
地
区
セ
ン
タ
ー
に
集
合

○
コ
ー
ス　

院
内
地
区
セ
ン
タ
ー
〜
槻つ
き

沢さ
わ

　

〜
立た

つ

浪な
み

○
参
加
料　

五
百
円
（
保
険
料
、
資
料
、

　

豚
汁
代
）

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。　

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
25
日

　

㈫
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
が
ち
ふ
る

　

さ
と
学
校
」
会
田（
☎
78
6
0
2
7
）へ

く
ら
し
の
無
料
相
談
会

「
里
山
散
策
」

雪
上
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

2014.03.15
7

平
成
26
年
度
秋
田
県

オ
ル
ガ
ン
奏
者
養
成
講
座

国
家
公
務
員
採
用
試
験

（
国
税
専
門
官
）

Ｓ
ｋｅ
ｔｃ
ｈ 

ｉｎ 

Ｓ
ｔ
ｉ
ｔｃ
ｈ

木き

村む
ら

静し
ず

子こ

展

〜
糸
で
描
く
〜

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　
消
費
税
率
お
よ
び
地
方
消
費
税
率

の
改
定
に
伴
い
、
消
費
税
課
税
対
象

に
な
っ
て
い
る
市
の
各
種
料
金
も
四

月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

【
料
金
改
定
の
一
例
】

•
体
育
施
設
の
使
用
料

　
①
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
全
面
貸

　
　
切（
ア
マ
チ
ュ
ア
等
）一
時
間
＝

　
　
千
円
を
千
二
十
円
に
改
定

　
②
稲
川
交
流
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
屋

　
　
内
運
動
場
全
面
貸
切（
ア
マ
チ
ュ

　
　
ア
等
）
一
時
間
＝
六
百
円
を
六

　
　
百
十
円
に
改
定

•
文
化
会
館
使
用
料

　
雄
勝
文
化
会
館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

　（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
／
午
後
6
時

　
〜
10
時
）
＝
一
万
百
九
十
円
を
一

　
万
四
百
八
十
円
に
改
定

•
公
民
館
の
使
用
料

　
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第
一
集

　
会
室（
開
館
か
ら
正
午
ま
で
）＝
六

　
百
円
を
六
百
十
円
に
改
定

※

詳
し
く
は
、
ご
利
用
に
な
る
各
施

設
な
ど
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

六
月
検
針
分
か
ら
の
改
定
に
な
り
ま

す
。
変
更
後
の
料
金
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
市
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
総
務
班

　（
☎
73
2
1
1
1
内
線
2
1
1
･

 
2
1
2
･
2
1
7
）
へ
　

消
費
税
率
改
定
に
伴
う

        
各
種
料
金
の
改
定

　

平
成
二
十
六
年
度
固
定
資
産
の
土
地
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

　

縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が

所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
縦
覧

帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
ほ
か
の
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
と
を
比
較
し
、
そ
の
評
価
が
適

正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
閲
覧
制
度
は
固
定
資
産
の
所
有

者
が
、
自
分
が
所
有
す
る
資
産
の
固
定
資

産
税
の
課
税
内
容
を
閲
覧
で
き
る
制
度
で

す
。
借
地
・
借
家
人
な
ど
も
貸
借
料
な
ど

の
対
価
を
支
払
っ
て
い
る
土
地
・
家
屋
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
期　

間

・
縦　

覧
＝
4
月
1
日
㈫
〜
6
月
2
日
㈪

・
閲　

覧
＝
通
年

※
い
ず
れ
も
平
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
。

○
と
こ
ろ　

税
務
課
固
定
資
産
税
班
ま
た

　

は
各
総
合
支
所

○
持
ち
物　

①
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
（
平
成
25
年
度
ま
た
は
26
年
度
の
納
税

　

通
知
書
や
課
税
明
細
書
、免
許
証
な
ど
）

　

②
借
地
・
借
家
人
な
ど
は
、
そ
の
権
利

　

関
係
を
示
す
書
面
な
ど
③
印
鑑
（
代
理

　

人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
）

○
手
数
料　

縦
覧
期
間
中
は
無
料
（
期
間

　

を
過
ぎ
て
か
ら
の
閲
覧
は
一
部
に
つ
き

　

二
百
円
）

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産
税
班

　
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
2
4
6
〜
2
4

 

8
）
へ

　

平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
消
費
税
の
税

率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、市
指
定
ご
み

袋
の
価
格
お
よ
び
枚
数
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ま
た
、粗
大
ご
み

ス
テ
ッ
カ
ー
の
金
額
も
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
市
指
定
ご
み
袋
価
格（
１
袋
）　

①
も
え

　

る
ご
み
袋（
平
型
）＝
千
円
②
も
え
る
ご

　

み
袋（
レ
ジ
袋
大
）＝
千
円
③
も
え
る
ご

　

み
袋（
レ
ジ
袋
小
）＝
五
百
円
④
も
え
な

　

い
ご
み
袋
＝
五
百
円
⑤
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

専
用
袋
＝
四
百
円
⑥
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ

　

ッ
ク
専
用
袋
＝
四
百
円

○
粗
大
ご
み
ス
テ
ッ
カ
ー　

二
百
円
券
、

　

五
百
円
券
、
千
円
券

○
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
環
境

　

消
防
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
1
2
1

 

･
1
2
2
）
へ

　

平
成
二
十
六
年
度
の
「
交
通
災
害
共
済

と
不
慮
の
災
害
共
済
」
の
加
入
申
し
込
み

は
お
済
み
で
す
か
。

　

こ
の
共
済
に
は
、市
内
に
居
住
し
、か
つ

住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て
い
る

人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

○
掛
け
金　

①
交
通
災
害
共
済
＝
年
額
四

　

百
円
②
不
慮
の
災
害
共
済
＝
年
額
六
百

　

円
○
申
し
込
み　

申
込
用
紙
に
掛
け
金
を
添

　

え
て
、
市
内
の
各
金
融
機
関
へ

※
申
込
用
紙
の
再
発
行
は
左
記
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
環
境

　

消
防
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
1
2
1

 

･
1
2
2
）
へ

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
情
報
を
保
護
す
る
た

め
に
、
四
月
か
ら
所
得
証
明
書
な
ど
、
税

金
に
関
す
る
証
明
書
を
発
行
す
る
際
の
本

人
確
認
の
方
法
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な

り
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
本
人
確
認（
変
更
前
）　　

　

印
鑑
、
も
し
く
は
身
分
を
証
明
で
き
る

　

書
類

○
４
月
１
日
か
ら
の
本
人
確
認（
変
更
後
）

　

身
分
を
証
明
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許

　

証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ

　

ー
ト
な
ど
）

※
印
鑑
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
2
4
1
･
2
4
2
）
へ

   

絵
本
作
家
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も

に
お
く
る
小
さ
な
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト
。

○
と　

き　

3
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
11 

　

時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
図
書
館

○
講　

師　

原は
ら

田だ

真ま

裕ゆ

美み

さ
ん
（
羽
後
町

　

立
図
書
館
館
長
）

○
対
象
者　

小
学
生
以
上
の
読
書
に
興
味

　

の
あ
る
人

○
定　

員　

30
人

○
申
し
込
み
・
問
い

　

合
わ
せ　

3
月
28

　

日
㈮
ま
で
、
湯
沢

　

図
書
館
（
☎
73
3

 

0
4
0
）
へ

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
お
よ
び
固
定

資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

交
通
災
害
等
共
済
の

加
入
は
お
済
み
で
す
か

証
明
書
の
交
付
申
請
時
の

本
人
確
認
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2014.03.15
6

平
成
二
十
六
年
四
月
以
降

の
市
指
定
ご
み
袋
の
価
格

に
つ
い
て

図
書
館
講
座

「
絵
本
は
家
族
の
心
を

つ
な
ぐ
た
か
ら
も
の
」



　臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康に関する話題を毎月15日号で紹介します。
はしもと こ

●第23回　テーマ 「豊かな人間関係を築くために」

心のリラックスタイム

9
2014.03.15

～橋本まり子先生によるこころの健康相談会（完全予約制）～
　平成26年度も実施します。年間予定表が広報ゆざわ
4月1日号に折り込まれますのでご覧ください。

○申し込み・問い合わせ　健康対策課保健推進班
　（☎73‒2111内線134～136）へ

　「手伝ってくれてありがとう、助かったよ。」 と言われ
ると、心がホッと和み、「こんなこともできないのか」
と言われると、がっかりしませんか。このような相手の
存在や価値を表す言葉や働きかけを心理学では、『スト
ローク』 といいます。
　ところで、あなたは周りの人にどんな言葉を掛けてい
ますか。そして、どんな言葉を掛けたいですか。
　ストロークの種類には、　　　 と　　　　があり、そ
れぞれ 「　　　　（相手の行為などと引き換えに与えら
れるもの）」 と 「　　 　（相手の存在や人格に対して与
えられるもの）」 に分けられます。

　　　　　　　　　　：『自分は認められている』 と感
　じさせるもの
例）褒める・励ます・ねぎらう・許す・うなずく・ほほ
　　笑む・関心を持つ・優しく頭をなでるなど
　　　　　：例 「成績が上がるということは、あなたは
　頭の良い子だよ」
　　　　：例 「成績が悪かろうと、あなたを認めるよ」

　　　　　　　　　　　：『自分はだめだ』 と感じさせ
　るようなもの
例）けなす・にらむ・軽蔑する・見下す・たたくなど

　　　　　　　　　　　　プラス　マイナス　　　　　　　　　　　　プラス　マイナス
　　　　条件つき　　　　条件つき
　　　　　　　　　　無条件　　　　　無条件

○プラスのストローク○プラスのストローク

◇条件付き◇条件付き

△無条件△無条件

●マイナスのストローク●マイナスのストローク

　　　　　　　　　　　　プラス　マイナス
　　　　条件つき
　　　　　　　　無条件

○プラスのストローク

◇条件付き

△無条件

●マイナスのストローク

　　　　　：例 「成績が上がらないのは、あなたはダメ
　な子だから…」
　　　　：例 「何をしようが、あなたを認めない」

　人間は、愉快・不快に関わらず、何らかのストローク
の交換を求めています。そのため、相手の存在を無視す
ること、つまり、ストロークを与えないことが最も強い
否定になります。また、相手にストロークを投げかける
とそれが、プラス・マイナスに関わらず、与えれば与え
るほど自分に返ってきます。
　人間関係の中で豊かさを感じるには、無条件のプラス
のストロークをより多く交換することが大切です。プラ
スのストロークを得るためにもまずは、あなた自身から
プラスのストロークを発信するように心掛けましょう。

◆条件付き◆条件付き

▲無条件▲無条件

◆条件付き

▲無条件

ホット
スマイル

地域の話題を深く掘り下げた記事を書いていきたい
「地元新聞社で記者をしている」

高橋　さつきさん
S a t s u k i  T a k a h a s h i

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q
湯
沢
支
局
の
記
者
と
し
て
、
湯
沢
雄
勝
地
域
（
湯
沢

市
、
羽
後
町
、
東
成
瀬
村
）
の
ニ
ュ
ー
ス
を
取
材
し
、

原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
広
く
地
域
の
た
め
に
働
け
る
仕
事
が
し
た
く
て
選
び

ま
し
た
。
単
純
に
新
聞
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
休
日
は
ド
ラ
イ
ブ
を
し
な
が
ら
、
温
泉
巡
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
湯
沢
市
内
の
温
泉
施
設
を
す
べ

て
回
っ
て
み
た
い
で
す
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
支
局
に
は
、
支
局
長
と
営
業
担
当
の
社
員
、
事
務
職

員
、
私
の
四
人
。
日
中
は
、
大
体
外
へ
出
て
い
ま
す

が
、
夕
方
は
デ
ス
ク
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
で
せ

わ
し
な
い
感
じ
で
す
。

A

Vol.64フレッシュな若者が登場するコーナーです

今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
赴
任
し
て
約
一
年
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
湯
沢
雄
勝
地

域
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
26

年
度
は
さ
ら
に
地
域
の
こ
と
を
知
り
、
深
く
掘
り
下

げ
た
記
事
を
書
い
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
大
変
な
と
こ
ろ
は
、
大
き
な
事
件
や
事
故
が
あ
れ
ば
、

休
日
、
夜
間
問
わ
ず
、
駆
け
付
け
る
こ
と
で
す
。
楽

し
い
と
こ
ろ
は
、
取
材
を
通
じ
て
、
多
く
の
社
会
事

象
に
つ
い
て
学
べ
る
こ
と
。
農
家
や
自
治
体
職
員
、

首
長
、
議
員
、
お
母
さ
ん
、
学
生
な
ど
、
取
材
先
で

い
ろ
ん
な
か
た
が
た
と
知
り
合
い
、
お
し
ゃ
べ
り
す

る
の
も
楽
し
い
で
す
。

A

2014.03.15
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新生活のスタートに向けて

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　平日午前8時30分～午後5時
　湯沢市消費生活センター（湯沢市役所１階
　☎72－0874）へ

　就職や進学で一人暮らしを始める人が多く
なる時期です。
　後々のトラブルを防止するためにも、契約
が伴う場合は、分からないことを分からない
ままにせず、しっかりと確認し、理解してか
ら契約するようにしましょう。

　例えば…　
○アパートの契約（入居時の費用、退去時の
　原状回復費用など）
○クレジットカードなどの契約（利用限度額、
　支払方法など）
○新聞購読の契約

　契約書に書かれてある重要
事項・規約などは必ず読んで
確認しましょう。また、必要
のないものはキッパリと断りましょう。

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
2月末現在

●人口
　 男
　 女

………
………
………

前月比

●世帯数…
前月比

49,７２５人
23,６９１人
26,０３４人

（－47人）

（－16人）

（－31人）

18,222世帯（－4世帯）

▲７月３日、川連小学校５年生とその親が参加
　した『親子食育教室』

　

現
在
、
市
で
は
「
湯
沢
市

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
」

の
会
員
百
二
十
六
人
が
「
私

た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手

で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

〈
具
体
的
な
活
動
〉

①
お
や
こ
の
食
育
教
室

②
生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ

③
食
育
推
進
事
業

④
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

⑤
男
性
の
料
理
教
室

⑥
高
齢
者
の
た
め
の
低
栄
養

　

予
防
教
室　

な
ど

〈
会
員
の
内
訳
〉

▽
湯
沢
支
部　

35
人

▽
稲
川
支
部　

58
人

▽
雄
勝
支
部　

17
人

▽
皆
瀬
支
部　

16
人　

　

食
生
活
改
善
推
進
員
に
な

る
た
め
に
は
、
単
位
制
の
養

成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

　

関
心
の
あ
る
人
は
、
湯
沢

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

事
務
局
（
市
健
康
対
策
課
予

防
衛
生
班
内
☎
73
２
１
１
１

内
線
１
３
２
・
１
３
３
）
へ

食を通して食を通して
　　市民の健康づくりを　　市民の健康づくりを
　　　　応援しています　　　　応援しています

食を通して
　　市民の健康づくりを
　　　　応援しています
～食生活改善推進員養成講座受講生募集～～食生活改善推進員養成講座受講生募集～～食生活改善推進員養成講座受講生募集～



み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

－

ジ
オ
パ
ー
ク
は

　
　
　

ゆ
ざ
わ
の
希
望

－

　
　
　
〜 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
遠
藤
大
介
隊
員
の
活
動
報
告 

〜

「
地
域
お
こ
し
」
に

　
　
　

必
要
な
も
の
は…

「
挑
戦
す
る
こ
と
は

　
　
　
　

成
長
す
る
こ
と
」

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
遠

藤
で
す
。
早
い
も
の
で
、
湯
沢
市
に
移
住
し

て
も
う
す
ぐ
一
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
一
年
間
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
特
に
力
を

入
れ
て
き
た
の
は
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
を
使
っ

た
教
育
」
で
す
。
こ
こ
で
、
活
動
の
一
部
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
日
々
は
、

初
め
て
経
験
す
る
こ
と
が
多
く
、
非
常
に
刺

激
的
で
し
た
。

　

昨
年
七
月
に
、
小
野
地
区
の
地
域
づ
く
り

協
議
会
と
共
催
で
、
雄
物
川
の
川
原
の
石
を

題
材
に
、
湯
沢
の
土
地
の
成
り
立
ち
を
学
ぶ

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
「
た
く
さ
ん

の
石
の
中
か
ら
ど
れ
で
も
好
き
な
石
を
拾
い
、

ビ
ン
ゴ
を
完
成
さ
せ
る
（
同
じ
種
類
の
石
を

そ
ろ
え
る
）」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
と
き
は
「
川
原
で
楽
し
く
地
域
を
学

べ
る
も
の
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

ま
ず
、
現
地
へ
行
き
、
周
辺
の
地
形
や
河

川
の
様
子
、
川
原
で
見
ら
れ
る
石
を
調
べ
、

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
学
習
対
象
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の
年

齢
や
人
数
の
ほ
か
、
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
や
高

校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
と
役
割
な
ど
、

ど
う
す
れ
ば
一
人
一
人
が
責
任
と
や
り
が
い

を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
を
考

え
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

◆
多
く
の
も
の
を
得
た「
体
験
学
習
の
開
催
」

　

当
日
は
、
川
の
増
水
に
よ
り
内
容
を
変
更

し
た
り
、
想
定
以
上
に
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
て
く
れ
た
こ
と
で
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
た

り
と
、
至
ら
な
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
の
か
た
が
た
に
協
力
し
て

も
ら
っ
た
り
、「
石
や
自
然
に
興
味
を
持
っ

た
」「
湯
沢
が
ジ
オ
パ
ー
ク
に
な
っ
て
良
か
っ

た
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
声
も
聞

く
こ
と
が
で
き
た
り
と
、
得
る
も
の
が
非
常

に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ご利用
ください
「はあとぴあ」

男女共同参画・少子化対策
通信

　　はあとぴあ開館時間変更のお知らせ

　　利用には【登録】が必要です

　　男女共同参画に関心のある人ならどなたでも利用できます！

2014.03.15
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　男女共同参画センター「はあとぴあ」の開館時間が、
４月から、土・日曜日は午後６時までになります。
　ご理解とご協力をお願いします。
■開 館 日　お盆休み（８月13～15日）と年末年始休みを
　　　　　　除く毎日
■開館時間　月～金曜日：午後１時～９時
　　　　　　土・日曜日：午後１時～６時

◆名　称
　湯沢市男女共同参画センター
◆住　所
　湯沢市柳町二丁目１番39号
　（ファミリーサポートセンター
　の２階）
◆問い合わせ
　企画課男女共同参画・少子化
　対策室（☎73－2111内線438）

　湯沢市男女共同参画センター「はあとぴあ」は、全ての市民が性別にか
かわりなく個人として尊重され、生き生きと充実した生活を送ることがで
きる、男女共同参画社会を目指すための拠点施設として設立されました。
　研修ルームでの活動のほか、設置しているパソコンやコピー機、印刷機
なども、多くの人に利用されています。

△

会議室が利用できます（無料）
　・第１研修ルーム（20人くらいの会議ができます）
　・第２研修ルーム（10人くらいの会議ができます）
　・活動ルーム（8人ぐらいが利用できます）△

パソコン、インターネットが利用できます（無料）△

印刷機、コピー機、プリンターが利用できます（有料）△

ハローワークの週間求人情報が閲覧できます△

男女共同参画について、ビデオやＤＶＤで学習するこ
　とができます

　男女共同参画社会についての学習や、推進
に努める活動をしている個人・グループが利
用できます。
　はあとぴあで登録手続きをした上で、お気
軽にご利用ください。
◎問い合わせ　はあとぴあ（☎72－5750）

JR湯沢駅

●
食
品
館

●
北
日
本
銀
行

旧国道旧国道旧国道

●分庁舎

●生涯学習センター
●商工会館

湯沢市役所●

●
秋
田
銀
行

国道13号国道13号国道13号

はあとぴあ

◆一番にビンゴを完成させて商品をゲットしよう！
　（雄物川川原遊び体験）

　

私
が
湯
沢
市
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
裏
返
せ
ば
、
皆
さ

ん
の
住
む
湯
沢
市
の
運
営
が
危
機
的
な
状
況

に
陥
り
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
」
と
は
、「
希
望
」・「
意
思
」・

「
覚
悟
」
が
必
要
だ
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
も
同
じ
で
、
そ
の
全
て

が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば
満
足
に
活
動
を
進
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
非
常
に
裁
量
が
大
き
く
、
主
体
性
の
求

め
ら
れ
る
活
動
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
自
分
の

住
ん
で
い
る
地
域
に
つ
い
て
い
つ
も
と
違
っ

た
視
点
で
見
直
し
、
希
望
を
持
っ
て
踏
み
出

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。【
な
い
も
の
ね
だ
り
】

か
ら
脱
却
し
て
、【
あ
る
も
の
探
し
】
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

え
ん
ど
う
だ
い
す
け

▼　地域おこし協力隊としての主な活動　▼

市内・近隣市町村での活動

地球惑星科学連合大会参加（３日間）
青少年のための科学の祭典に出展（２日間）

全国地学教育学会にて発表（２日間）
糸魚川ジオパークにて研修（３日間）
東北ジオパークフォーラム参加（２日間）
日本ジオパーク全国大会参加（４日間）
地域おこし協力隊募集説明会に出展
日本地質学会東北支部大会出席

着任（４月１日）
地質の日記念日事業を開催（２日間）
ジオパーク普及イベント開催
出前授業・ジオツアーへの対応（のべ４日間）

小野地域でジオパーク体験学習実施
市内教員向け研修会対応

出前授業対応／英語教室での体験学習実施
ジオツアー対応／親子ジオツアー開催

出前授業・ジオツアー対応（のべ２日間）
うどんエキスポ参加（２日間）
ジオガイド検定の実施
ジオガイド養成講座実施
ジオパーク普及イベント開催（秋田市）

“あつき雪” 体験ツアー開催
ジオパーク学習交流発表会開催

月
４
５

６

７

８
９

10

11
12
１

２

月
５
７

８

９
10
１
３

県外での活動



▲

初
め
は
な
れ
な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、
ア
ド

　バ
イ
ス
を
受
け
て
次
々
に
縄
を
な
い
ま
す

▲

歯
を
食
い
し
ば
り
、
力
い
っ
ぱ
い
大
綱
を
引

　
き
合
い
ま
す

伝統行事を守り伝える
三関小縄ない教室、三関大綱引き大会
　1月24日、三関小学校4年生が縄ない教室で、
三関大綱引き大会で使用する引き綱作りに取り
組みました。当日は、三関地区老人クラブ連合
会の会員を講師に迎え、稲わらには、5年生が学
校田に植え、収穫したものも使われています。
　初めはなれない手つきでしたが、アドバイス
を受けながら約2時間縄をない、最後には12メ
ートルの縄をなった児童もいました。
　2月9日には、三関小学校グラウンドを会場
に三関大綱引き大会が開催されました。大正時
代に、冬期間の体力づくりなどを目的に始まっ
たこの大会も、今年で99回を数えます。
　この日は地域住民約300人が参加。南軍が勝
てば豊作、北軍が勝てば米価が上がるとされ、
参加者は、長さ約70メートル、重さ約2トンの
大綱に付けられた引き綱を、力いっぱい引き合
いました。３本勝負の結果は、南軍が2勝1敗
で4年連続の勝利を飾りました。

女性がリーダーシップを!
がんばる女性応援セミナー《スキルアップ講演会》

　2月26日、がんばる女性応援セミナーが、湯沢グランドホテルを
会場に行われました。大館市出身で、日経ＢＰヒット総合研究所所
長を務める麓幸子さんを講師に「ハッピーキャリアの法則～仕事も
家庭も、しなやかに自分らしく」と題して行われた講演会には、市
内の商工・観光、農業の関係者など40人が参加しました。
　麓さんは、自身の仕事と子育ての両立や、記者時代に多くの取材
対象者の話から得たものを披露しながら「女性の細やかな感性やセ
ンスを時代が必要としている」と女性の活動にエールを送りました。
　その後のパネルディスカッションでは、市内で女性が中心となっ
て活動する3団体による活動紹介や意見交換が行われました。

さち こふもと
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▲「女性は、育児を終え、気力・体力・経験のある50代から」と話す麓さん

　とことん山スキー場を会
場に湯沢の伝統文化である
「絵どうろう」のライトアッ
プが行われ、冬景色と絵ど
うろうのコラボレーション
に観光客は歓声を上げてい
ました。また、シャンソン
歌手黒木悦子さん（横手市
出身）のライブ、餅まき、
振る舞い鍋、冬花火などが
行われ冬の小安峡と湯沢の
伝統文化を知り楽しむイベ
ントになりました。

2/22 小安峡冬まつり

　旧秋ノ宮スキー場のゲレンデに約3,000個のミニか
まくらが作られ、第16回かだる雪まつりが開催されま
した。ミニかまくらに明かりが灯されると、訪れた人
を幻想的な世界にいざなっていました。会場では小町
太鼓の演奏や雪花火なども行われました。

くろ き えつ こ

か
だ
る
雪
ま
つ
り

2/15

2/16

～

▲

心
を
込
め
て
作
っ
た
犬
っ
こ
を
贈
呈

喜ぶ顔を思い描いて
犬っこづくり体験教室、犬っこ贈呈式
　2月3日、須川小学校でしん粉（米粉）細工の
犬っこづくりが行われました。この犬っこは、
犬っこまつりを訪れる観光客に配られるもの。
この日は、6年生15人が、地元のお年寄りや婦
人会から指導を受けて制作に挑戦しました。
　なかなか思ったとおりの犬っこの形に出来ず、
何度も作り直す姿も見られましたが、2時間ほ
どで200個の犬っこを作りました。
　2月7日、犬っこ贈呈式が行われ、湯沢東・湯
沢西・須川小学校の児童と湯沢南中学校の生
徒が作ったしん粉細工が湯沢市に贈られました。
　このしん粉細工には、メッセージが添えられ
ており、8・9日に開催された「犬っこまつり」
の会場を訪れた観光客に配られました。
　各校の代表者は、「犬っこまつりにたくさん
の人が来てほしい。そして来年も来てもらえる
よう願いを込めて作った」と話していました。

多方面から日本の文化に触れる
湯沢市日本語教室

2014.03.15
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▲和やかな雰囲気の中、一つ一つの作法を丁寧に学んでいました

▲

個
性
豊
か
な
犬
っ
こ
が
で
き
ま
し
た

　2月19日、湯沢市日本語教室の受講生とその家族を対象とした
「和食の作法講習会とおひなさま作り」が湯沢グランドホテルで開
催されました。
　和食の作法講習会では、湯沢グランドホテルの社員を講師に迎え、
箸の使い方やおわんの持ち方を中心に作法を学びました。「季節を
感じ、会話を楽しみながら食事をいただくのが和食の醍醐味。いた
だきますと食事に敬意を示して食べましょう」と話していました。
また、受講生の一人は「自分たちだけではなかなか経験できないこ
と。これからも日本の文化を学んでいきたい」と感想を述べていま
した。

　犬っことお堂っこのセットが主会場の湯沢駅前広場
に14基、まちなか会場（旧大丈跡地）に4基設置され、
犬っこまつりが開催されました。冬花火や愛犬祈願祭
など各種イベントが行われ、大勢の観光客でにぎわい
ました。

犬
っ
こ
ま
つ
り

2/8

2/9

～雄
勝
の
雪
ま
つ
り

2/8

　道の駅おがち隣接地を会場に雄勝の雪まつりが開催
されました。会場にはライトアップされたカラー雪像
が32体並びました。また、よさこいソーラン演舞やネ
イガーショーなどのイベントも行われ、訪れた家族連
れを楽しませていました。

と感想を述べていまと感想を述 ていま

駅前広
置され
犬祈願
にぎわ

こ
ま
つ
り

こ
犬
っ
こ

2/8

2/9

～

広
れ
願
わ

り

2014.03.15
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広場
れ、
願祭
わい

り

冬
ま
つ
り
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▲2月22日、小安峡冬まつりにて

170,000

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

2月分

合　　　計 5

3 145,000接　遇　費 首都圏ふるさと湯沢会第9回総会御祝
金ほか

0 0餞　　　別

25,0002慶　弔　費 香典、葬儀用花代

0 0贈 答 品 代

0 0行事出席等の会費

0 0協　賛　費

市長日誌（2月）

交際費報告

3日（月） 国道13号杉沢歩道整備事業の延伸についての要望会

5日（水） 埼玉県加須市表敬訪問／企業訪問（埼玉県）
6日（木） 国土交通省への道路関係要望会／みなと森と水サミット

2014（東京都）
7日（金） 財務省・国土交通省への豪雪対策関係要望会（東京都）

4日（火） ゆざわジオパーク学習発表交流会

8日（土） 第38回秋田県こけし展授賞式、犬っこまつり開会式、犬
っこまつり安全祈願祭

10日（月） 県道秋の宮小安温泉線・木地山における急勾配区間の現
地視察

13日（木） 秋田県市町村職員共済組合短期給付事業部会・財政安定
化対策委員会（秋田市）、農林水産省果樹雪害意見交換
会（横手市）

14日（金） 姉妹都市釧路市に学ぶ生活困窮者自立支援制度実務者研
修会、湯沢市国民健康保険運営協議会

16日（日） 首都圏ふるさと湯沢会第9回総会（東京都）
17日（月） タイ王国投資貿易セミナー交流会（秋田市）
18日（火） 100歳長寿祝い、農村振興地域整備促進協議会会議
19日（水） 秋田ゆざわを愉しむ会（東京都）
21日（金） 湯沢市米政策戦略会議、横堀地域づくり協議会「市長と

の対話集会」

25日（火） 平成25年秋田県飲酒運転追放等の競争に係る表彰、「元
気なふるさと・雄湯郷づくり県民運動」顕彰事業表彰式、
がんばる女性応援セミナー「スキルアップ講演会」

26日（水） 3月定例議会、ゆっくりひとめぐり栗駒山麓連携シンポ
ジウム、北銀ひまわり会・湯沢経友会合同新年会

27日（木） 定例記者会見、横手・湯沢地区自衛隊入隊者激励会、第
33回湯沢雄勝北都会総会

28日（金） 3月定例議会

22日（土） 小安峡冬まつり

12日（水） ＡＥＤ贈呈式、100歳長寿祝い、第2回秋田県湯沢雄勝地
域保健医療福祉会協議会、雄勝野づくり連絡協議会「市
長との対話集会」

　

弥
生
三
月
、
雪
国
の
春
で
す
。 

　

湯
沢
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
民
の
た
め
の
、
市
民
の
財
産
に
な
る
新
庁
舎

が
い
よ
い
よ
三
月
二
十
四
日
に
開
庁
し
ま
す
。

　

激
動
の
時
代
、
こ
れ
か
ら
も
課
題
を
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
な
が
ら
、
種
々
の
歴

史
を
刻
み
、
湯
沢
市
を
み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
階
の
市
民
ロ
ビ
ー
や
二
階
の
会
議
室
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
解
放
さ
れ
ま
す
の

で
、
多
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
今
冬
も
四
年
続
き
の
大
雪
で
本
当
に
長
く
厳
し
い
冬
で
し
た
。

　

高
齢
者
世
帯
が
多
く
な
り
、
自
力
で
の
雪
下
ろ
し
・
除
排
雪
作
業
が
困
難
な
世

帯
も
増
え
て
い
ま
す
。
冬
場
の
費
用
負
担
も
か
さ
み
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
大
変
な

思
い
を
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

果
樹
、
ハ
ウ
ス
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
雪
消
え
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
の
被
害
の
拡

大
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
市
の
除
排
雪
費
も
通
常
予
算
の
二
倍
、
約
十
一
億
円
を
超

え
ま
し
た
。
降
雪
が
十
セ
ン
チ
を
超
え
る
と
百
七
十
二
台
の
除
雪
車
を
一
斉
に
出

動
さ
せ
、
連
日
夜
中
の
一
時
か
ら
朝
七
時
ま
で
、
市
道
五
百
九
十
三
キ
ロ
の
除
雪

作
業
を
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た
除
雪
業
者
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
お
力
も

あ
り
が
た
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、 

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　

自
分
の
家
や
屋
敷
の
除
排
雪
は
個
人
の
責
任
と
し
て
自
助
努
力
に
期
待
し
、
公

道
や
公
共
の
施
設
は
、
貴
重
な
税
金
で
管
理
し
、
地
域
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
共
助
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
市
民
総
力
戦
で
冬
を
乗
り
越
え
、

何
と
か
待
望
の
春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
三
月
は
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
新
た
な
出
発
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
厳
し
い
現
実
に
負
け
ず
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
飛
躍
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

し
ゅ
じ
ゅ
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2月28日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

2.15
2.16
2.16
2.16
2.17
2.18
2.18
2.21
2.22
2.22
2.23
2.24
2.24
2.25
2.27
2.27
2.28

81
48
96
93
86
86
91
68
83
87
69
84
84
83
92
82
89

2014.03.15

いさみが岡
寺　沢　下
いさみが岡
いさみが岡
掵　　　上
中　の　沢
上　　　開
愛宕町第４
外　ノ　目
西新町第１の１
清　影　町
寺　沢　下
宮 渕 １ 区
両　　　神
山 谷 第 ３
西 大 通 り
山田団地第１

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

百　目　木
久　保　１
中　　　央
鍛治屋布２
梺　　　２

70
73
51
83
78

2.17
2.18
2.23
2.26
2.27

貴　宏
功
雄　太
一　男
政　子

2月28日届け出分まで

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

　　　ひかる

せりか

　　　しゅん

　　　じん

いおり

あびいち

ふゆね

ゆ　い

片 野　　 煌くん

菅 原　芹 香ちゃん

西 村　　 駿くん

原 田　　 迅くん

齋 藤　伊 織くん

高 橋　浴 逸くん

尾 久　冬 音ちゃん

佐 藤　由 惟ちゃん

2. 7

2. 8

2.11

2.16

2.16

2.16

2.17

2.22

南　　　台

外　ノ　目

西新町第１の２

中 野 町 ３

千石町第１

六 日 町 上

倉内団地第２

清水町第１

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

　　　かえで

あんじゅ

はるま

古 関　　 楓くん

佐 藤　杏 樹ちゃん

藤 原　陽 真くん

2. 7

2.13

2.19

西　　　町

新　　　城

野　村　１

健さん・奈津子さん

繁樹さん・沙織さん

司さん・寿子さん

ゆうせい

ひろと

山 村　優 晴くん

齋 藤　広 翔くん

2.24

2.28

平　和　町

清水町第４の１

正人さん・則子さん

進さん・佳奈さん

白　　　沢872.25

本　人
三都子
本　人
本　人
セ　ツ
本　人
長　悦
進
本　人
清
信　幸
功　治
良　一
重　雄
勝
康　一
拓

彦樹さん・志保子さん

進さん・奈央子さん

健さん・菜生さん

憲さん・梢さん

史希さん・文江さん

惇さん・ひかりさん

卓也さん・美香さん

朋博さん・忍さん

丈　夫佐 藤 福太郎さん

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

下　馬　場
御　返　事
赤　　　塚
下　旭　町
新　　　地

73
88
54
56
77

2.15
2.17
2.17
2.20
2.21

タマ子
ヤス子
本　人
本　人
孝　一

高 橋　テ ツさん
渡 部　人 平さん
武 石　ソ ノさん
阿 部　ト クさん
古 関 曽四郎さん
髙 橋　サ ヨさん
柴 田 長太郎さん
佐 藤　和 子さん
髙 橋　セ ツさん
花 立　清 一さん
藤 田　平 七さん
国 井　治 久さん
井 上 正之助さん
井 上　重 　さん
手 嶋　房 子さん
長谷山 康 治さん
藤 井　ス ミさん

加 藤　　 宏さん
大 関　七 郎さん
佐 藤　友 雄さん
髙 野　德 三さん
佐々木 𠮷 良さん

西 舘　東 一さん
照 井　ミ ネさん
加 藤　幸 一さん
西 村　　 稔さん
江 畑　陽 子さん
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